


平成22年10月9日

ガーデン山自治会規約

平成２２年１０月９日 　　実 施 　　　　　　　

綱　　　　 領

１． 私たちの自治会は自主性を尊び、平和で正しく明るい和合を期す。

第 １ 章　　　　 総　　　　 則

第１節　　名称及び事務所

 第１条　本会はガーデン山自治会と称す。


 第２条　本会の事務所は横浜市神奈川区三ツ沢下町32－28に置く。


第２節　　区　 域

第３条　本会の区域は三ツ沢下町27～34番地、神大寺１丁目１～３番地、７～１０番地

までの区域、通称ガーデン山一円とする。

第３節　　会 　員

第４条　本会は区域内に住所を有する個人を会員として構成される。

第４節 　入会および脱会
第５条　会員の申し出による入会は、正当な理由がなければこれを拒むことはできない。　

　又、脱会は自由とする。


第５節 　　目　　 的

第６条　本会は会員共通の利益並びに相互の親睦および福祉を図り、その文化的生活向

上の実現を期する　をもって目的とする。

―　１　－

第６節 　　事業および組織

第7条　本会は前条の目的を達成するため、次の各部を設け夫々の事業を行う。

1．総 務 第１部

(イ)　会員名簿の作成および保管に関する事

(口)　会議録、自治会便りの作成および保管に関する事

(ハ)　会館、格納庫等の施設の管理保全に関する事

(二)　役員選挙に関する事

(ホ)　その他、他部の所管に属しない事項

２．総 務 第２部

(イ)　会議、会合等の準備および役員、会員相互の連絡に関する事

(口)　文書の授受および配布に関する事

(ハ)　対外折衝および諸願届に関する事

(二)　各種募金に関する事

(ホ)　その他特に委嘱された事項

３．厚 生 部

(イ)　会員相互の生活改善等に関する事

(口)　保健衛生に関する事

(ハ)　会員相互の交誼、見舞いに関する事

(二)　子供の遊び場の管理保全に関する事

(ホ)　その他特に委嘱された事項

４．防 災 部

(イ)　防火防犯、その他災害防止に関する事

(口)　所管の施設および器具の管理保全に関する事

(ハ)　その他特に委嘱された事項

―　２　－

５．文 化 部

(イ)　教養、体育、娯楽等に関する事

(口)　祝祭行事に関する事および祭礼委員会に関する事

(ハ)　所管の施設および器具の管理保全に関する事

(二)　その他特に委嘱された事項

６．交 通 部

(イ)　一般交通に関する事項

(口)　その他特に委嘱された事項

７．会 計 部

(イ)　会の予算、決算および金銭出納並びに資産の管理保全に関する事

(口)　その他特に委嘱された事項

８．余 生 会

(イ)　老人福祉に関する事業

(口)　別に会則を設け、会長、副会長、その他の役員を置き会の運営を図る

９．子 供 会

(イ)　児童福祉に関する事業

(口)　別に会則を設け、会長、副会長、その他の役員を置き会の運営を図る

第 ２ 章 　役 員 の 選 任

第１節 　役 　　員

第8条　本会に下の役員を置く

１．会長　　　　　　　１名

２．副会長　　　　　　１名

３．部長　　　　　　　７名

４．委員　　　　　　若干名

５．会計　　　　　　　２名

６．監事　　　　　　　１名
―　３　－

第9条　役員の選出は次の通りとする。

1. 会長および監事１名は、全会員の直接無記名投票により選出する。

２.　 監事は、次の業務を行う。

（１）会の会計及び資産の状況を監査すること。

（２）会長、副会長及びその他の役員の業務執行の状況を監査すること。

（３）会計、資産の状況及び業務執行についての不正の事実を発見した

とき、これを総会に報告すること。
３.　委員は各班より１名宛選出し、副会長および各部長は委員中より互選により定め、各班の委員を兼ねる。

４.　役員は総会の承認を得なければならない。

第2節 　　役 員 の 任 務

第１０条　役員の任務は次の通りとする。

１．会長は本会を代表し、会務を総括する。

２．副会長は会長を補佐し、会長事故ある時はその任務を代理する。

３．部長は各担当する部門を主宰し、第7条の所管事務を処理し、総会並びに役員会において、その所管事項について報告又は説明をしなければならない。

４．委員は役員会において、主要事項を審議し、その決定を班に報告し運営に当たる。

５．会計監査は会の財務を監査し、その結果を総会に報告しなければならない。

第１１条　役員の任期は次の通りとする。

１．　役員の任期は定時総会より次の定時総会までとする。

尚、次期役員としての再選をさまたげない。

２．　役員は任期満了後といえども後任者との引継完了まではその任務を行うものとする。

第１２条　役員の欠員の補充とその任期は次のとおりとする。

１．役員の辞任は役員会の承認を必要とする。

２．会長および監事に欠員を生じた時は、第9条第1項による次点者をもって補充する。

委員に欠員を生じた時はその班より選出補充する。その任期はいずれも前任者の残存期間とする。

―　４　－

第１３条　各部門が専門委員を必要とする時は役員会に図って会長これを委嘱する。

第 ３ 章　　　機　　　　　関

第１節　　総　　　会

第１４条　総会は会の最高決議機関で全会員で構成し、会の最重要事項を審議決定する。

第１５条　定時総会は年１回4月に会長が招集する。その外全会員の3分の１以上の　　　要求がある場合または役員会が必要と認めたる時は臨時総会を開催することができる。

第l 6条　総会は全会員の過半数以上の出席がなければ成立しない。但しやむをえない時は委任状をもって出席にかえる。総会の決議は出席会員の過半数の賛成を要する。

第２節　　役 員 会

第１７条　役員会は会長、副会長、部長、委員をもって構成し、毎月１回又は必要に

応じて会長がこれを招集する。尚会長は必要に応じ専門委員を招集する事が

出来る。

第１８条　役員会は全役員の過半数以上の出席をもって成立し、決議は出席役員の過半

数の賛成を要する。

第３節 　　諮 問 機 関

第１９条　各機関の必要に応じ諮問機関を置くことが出来る。

第４節 　　部 　　　会

第２０条　部会に所属する各委員は、総会及び役員会での決議事項を処理する。

―　５　－

第 ４ 章 　　経 　　　　理

第２１条　本会の経常費は原則として会費をもって充てる。

          会費は１ヶ月２００円とする。

第２２条　本会の資産の管理保全の責任は役員会とする。


第２３条　新加入者は加入金百円を申込書に添えて納入するものとする。


第２４条　寄付金の授受は会長の承認を必要とする。寄付金は原則として予備費に

繰り入れる。

第２５条　会費は毎月1 5 日までに会計部に納入する。但し一旦納入した会費は如何な

る場合でも返却しない。

第２６条　本会の事業遂行上役員会において必要ありと認めた時は、会員の過半数の
　　　　　賛同を得て臨時会費を徴収することが出来る。

第２７条　本会の会計年度は毎年4月1 日に始まり、翌年3月3 1 日に終わる。

第２８条　本会員は何時にても会計帳簿を閲覧することが出来る。

第５章　　　資 産 の 構 成

第２９条　会の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

　（１）別に定める資産目録記載の資産

　（２）会費

　（３）活動に伴う収入

　（４）資産から生ずる果実

　（５）その他の収入

第３０条　会の資産は、会長が管理し、その方法は役員会の議決によりこれを定める。

第３１条　会の資産で第２９条第１号に掲げるもののうち別に総会において定めるもの

を処分し、又は担保に供する場合には、総会において４分の３以上の議決を

要する。

第３２条　本規約は、総会において総会員の４分の３以上の議決を得、かつ横浜市神奈

　　　　　川区長の許可を受けなければ変更することはできない。

付　 　　　　則

第３３条　本規約施行に必要な細則は別に定める。

第３４条　本規約は平成２２年１０月９日より実施する。

―　６　－

規　 約 　細　 則

第 １ 章　　　総　　　　　則

第１条　本会への入会および脱会は、各々所定の入会申込書および脱会届を提出して行

う。

第２条　会員相互の交誼は次により行う。

(１)　会員および家族の死亡の場合、5OO0円とする。

(２)　火災その他被災の場合、一世帯会費の２年分以内とする。

(３)　前項の適用に疑義を生じた場合はその都度役員会にて協議決定する。

第 ２ 章　　　役 員 の 選 任

第3条　会長および監事の選挙は、役員会の委嘱する選挙管理委員会が管理してこれを

行う。選挙管理委員は3名とし、委員長は互選で定める。

第4条　前条の選挙は選挙管理委員会において、投票日の3週間前までに告示し、投票

日の1週間前に立候補届出を締切り、氏名、所属班、年齢、職業、必要に応じ

その経歴抱負等を公表する。

第5条　各班より1名の推薦者以外の候補者として、自薦及び会員５名以上の推薦者による立候補者が届け出ることができる。

第6条　投票は各候補者名印刷の投票用紙に、会長１名および監事１名の記号式

連記とする。

第7 条　班の区域の変更は当該班の会員の意向を参酌して役員会において決める。

第 ３ 章　　　機　　　 関

第8条　　総会の開催には１週間前までに開催日時を、2日前までに議案を公表する。

第9条　　総会の議長および書記は出席会員の中より選出する。

  ―　７　－

第 ４ 章　　　経　　　　理

第10条　 生活保護者および困窮者の会費は、民生委員の証明により役員会の認定にて免除又は減額する事が出来る。

第11条　 経理は一般会計および特別会計とし、特別会計では 「ガーデン山自治会祭礼　　　　　　資金」と「ガーデン山自治会祭礼器物整備資金」に別経理する。

付　　　　則

第１２条　区域内に居住する非会員より特別会費を徴収することが出来る。

会費は役員会に図り決定する。

　　(１)　特別会費：４月の時点で区域内居住の非会員及び非会員でアパート居室の

世帯を対象に年６００円の外灯費を徴収することが出来る。

―　８　－

ガーデン山自治会館使用細則

(目 的)

第１条　　この規則はガ一デン山自治会 (以下 「自治会」という)所有の自治会館の健全な維持管理のため、その使用に関し必要な事項を定める。

(会館の呼称)

第2条　　本会館はガーデン山自治会館 (以下 「会館」という)と称する。

(使用の原則)

第3条　　会館は自治会運営のために使用する場合の外、次の各号の一に掲げる場合
には自治会員および家族 (以下「会員」という)が使用することができる。

 (1)　会員等または会員等の団体が、必要な会議または行事のため使用するとき。

 (2)　会員等が親睦を目的として使用するとき。

 (3)　会員等が冠婚葬祭に使用するとき。

 (4)　その他前号に準ずることで、自治会役員会 (以下 「役員会」という)
が認めたとき。

    2．会員等以外の者の使用は、特別の事情のない限り、これを認めない。

(使用の特例)

第4条　　前条の規定にかかわらず、公的機関が会員等の便宜のために使用するときは、
これを認めるものとする。

(使用時間)

第5条　　会館の使用時間は原則として午前9時から午後9時までとする。

           但し、役員会で認めた場合は、この限りでない。

(使用の手続)

第6条　　会館の使用を希望する者は、所定の申込書により自治会総務第1部に申し込むものとする。

―　９　－

(使用の許可 )

第7条　　会館の使用は自治会運営の支障のない限り、許可するものとする。

          なお、次の各号に該当する場合は、許可しないものとする。

1．騒音、その他近隣に迷惑をかける恐れのある場合。

2．営利を目的とする場合。

3．その他管理上支障のある場合。

 (使 用 料 )

第8条　　使用する者は、次に定める使用料を、使用の前日までに、自治会会計部へ
納めなければならない。

(1)　会館使用規則第3条、第1項・第2項・第4項に該当する場合。

期　間
時　間
使　用　料

通　年
３時間
１，０００円

(2)　会館使用規則第3条、第3項に該当する場合。

                                                      20, 000 円

           　但し、葬儀の場合は、前日の通夜も含むものとする。

 (使用料の免除) 

第9条　　次に掲げる者が使用する揚合は、使用料を免除する。

           1．自治会活動に伴う会議、行事等に使用する場合。

           2．公的機関が使用する揚合。

           3．自治会の後援する団体等が使用する場合。

           4．会飴建設に寄与した団体が使用する場合。

　　　　　 5. その他役員会で、特に使用料免除を認めた場合。

―　１０　－

(使用者の義務) 

第10条　　1.　使用者は、使用後すみやかに、会館の諸設備を使用前の現状に復さなければならない。

           2.使用者の責に帰すべき事由により会館の設備またはその物品等を滅失、

             毀損したときは、その代価を弁償させるものとする。

(規則の改廃) 

第11条　　この規則の改廃は自治会総会により決める。

付　　　　　則

 この規則は昭和55年4月6日より施行する。

平成 3年6月 改訂 (会館使用料変更) 

平成 4年6月 改訂 (会館使用料変更)

平成 19年4月 改訂 (会館使用料変更)
―　１１　－
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